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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

音デザイン検討では，前年度録音した環境音の音響特徴分析を行い，必要に応じて追加のフ 

ィールドレコーディングを実施する。また音データ公開の検討を行う。 

模擬難聴チームは，システム開発と模擬難聴の評価を引き続き行う。 

聴取実験チームは，昨年度準備した実験環境を用いて，聴取実験に着手する。 

3. 日本側研究チームの実施概要 

 

音デザインチームは、台湾での追加レコーディングを行ったほか、録音した環境音の音響分

析を行った。台湾の公共空間では、日本に比べ、街中の騒音レベルが高く、より鋭い音色の

サイン音が選ばれる傾向があった。また、環境音に模擬難聴をかけた音刺激に関して、予備

実験を行い、音質変化の評価方法を検討し、形容詞対を用いた尺度評価が有効そうであるこ

とがわかった。 

 

模擬難聴チームでは、模擬難聴モデルの精度向上のため、健聴者、高齢者、模擬高齢者の 3

タイプのリスナーを用いた音声明瞭度の試験を行った。その結果、SNR が高い音声の場合は、

高齢者と模擬高齢者で同程度の音声了解度を示すことがわかった。また、既存の音声明瞭度

客観評価指標の中では、 GEDI および sEPSMでは模擬高齢者の音声了解度を比較的高く予

測できることがわかった。また、交通音の評価実験も、低速運転時の騒音に着目し、引き続

き行っている。 

 

聴取実験チームでは、昨年度の予備調査において、日本および台湾で録音した音声を若年の

聴覚障害者に対して聞かせたところ、暗騒音の多い環境でのサイン音の聞き取りが極端に難

しいとの報告を得た。そこで、本年度は高齢者においての実験を見越し、若年の聴覚障害の

ある参加者を対象として環境音の聴き取りやすさと、主観的指標である親密度の関係を調査

した。SNR が高い刺激音の正答率が高い傾向にあったが、体温計やナースコールなど周波数

構造が単純な音については正答率が低くなる傾向があった。また、音への親密度が高いほど

正答率が高い傾向があった。聞き取りやすさと正答率には解離が見られ、聴き取りやすさが

高くても、その音に対する知識が無ければ何の音であるか認識できない可能性が示唆された。 

 

 

 


